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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
　
　
ー
ー
ー
ー
別
部
屋
ー
ー
ー
ー

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
３
７
９
Ｖ

【
作
者
名
】

　
０
＿
ｚ
ｅ
ｒ
ｏ

【
あ
ら
す
じ
】

　
斉
藤
晶
は
、
母
親
・
父
親
を
亡
く
し
た
・
・
・
。

さ
い
と
う
あ
き
ら

自
殺
・
・
・
？
そ
ん
な
も
の
で
は
・
・
・
な
い
。
・
・
・
僕
が
殺
し
て
し
ま
っ

た
ん
だ
。

こ
の
事
件
が
き
っ
か
け
で
、
僕
は
　
「
　
別
部
屋
　
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
監
禁

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
・
・
・
。

「
　
別
部
屋
　
」
に
は
僕
と
同
じ
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
人
が
、
何
人
も
集
ま

っ
て
い
る
。
・
・
・
・
た
だ
し
！
み
ん
な
一
人
一
人
、
別
々
の
部
屋
に
監
禁
さ

れ
て
い
る
・
・
・
。
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部
屋
は
全
部
で
・
・
・
６
部
屋
、
　
と
い
う
こ
と
は
・
・
・
６
人
の
人
が
監
禁

さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
が
・
・
・
。



3

プ
ロ
ロ
ー
グ

あ
る
日
の
事
件
が
き
っ
か
け
で
、
別
部
屋
に
監
禁
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
・
・
・

斉
藤
晶

さ
い
と
う
あ
き
ら

そ
の
部
屋
の
壁
に
は
大
き
く
・
・
・
　
１
週
間
生
き
延
び
ろ
、
　
と
い
う
文
字

が
赤
い
イ
ン
ク
で
書
き
示
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
　
「
　
別
部
屋
　
」
　
に
居
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
意
味
と
は
・
・
・
そ
し

て
、
１
週
間
生
き
延
び
ろ
　
と
い
う
の
は
い
っ
た
い
ど
う
ゆ
う
意
味
な
の
か
・
・

・
。

別
部
屋
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
と
殺
ら
れ
て
い
く
人
達
・
・
・
。

別
部
屋
に
い
る
人
を
殺
っ
た
の
は
誰
な
の
か
・
・
・
そ
し
て
な
ぜ
殺
っ
た
の
か
・

・
・
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
全
て
は
・
・
・
こ
の
　
「
　
別
部
屋
　
」
　
を
読
め
ば
わ
か
る
・
・
・

。
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１
　
日
　
目

・
・
・
目
が
覚
め
た
。

周
り
に
写
っ
た
光
景
は
・
・
・

　（
部
屋
・
・
・
か
・
・
・
・
。
）

こ
こ
は
確
か
に
　
部
屋
　
だ
っ
た
。

部
屋
と
い
っ
て
も
、
タ
ン
ス
、
椅
子
、
机
、
テ
レ
ビ
・
・
・
な
ど
は
置
か
れ
て

い
な
い
・
・
・
。

（
何
の
た
め
の
部
屋
な
ん
だ
・
・
・
。
）

そ
う
心
に
悟
っ
て
か
ら
、
あ
た
り
を
見
回
し
た
・
・
・
。

し
ば
ら
く
　
部
屋
　
を
見
回
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と
、
壁
に
書
か
れ
た
大
き

な
文
字
が
目
に
入
っ
た
・
・
・
。

　
　
　
　
　
　
　
ー
ー
ー
ー
１
週
間
、
生
き
延
び
ろ
ー
ー
ー
ー

「
な
ん
だ
よ
・
・
・
こ
れ
・
・
・
。
」

文
字
を
よ
く
見
る
と
・
・
・
赤
い
イ
ン
ク
か
何
か
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
・
・
・
。

恐
る
恐
る
・
・
・
文
字
に
触
れ
て
み
る
と
。
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「
－
－
－
－
－
－
－
！
？
」

・
・
・
・
・
・
・
・
・
　
血
、
だ
っ
た
。

そ
れ
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
・
・
・
　
血
、
　
だ
っ
た
。

「
な
・
・
・
な
ん
な
ん
だ
よ
、
此
処
！
？
」

晶
は
、
慌
て
て
此
処
か
ら
逃
れ
よ
う
と
外
に
つ
な
が
る
ド
ア
を
開
け
た
・
・
・
。

あ
き
ら

外
に
は
、
ビ
ル
、
家
、
車
、
道
路
・
・
・
な
ど
は
、
無
か
っ
た
・
・
・
。

・
・
・
・
・
海
だ
っ
た
。

た
だ
の
、
海
で
は
な
い
・
・
・
赤
く
て
・
・
・
異
臭
の
漂
う
、
海
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
海
も
・
・
・
赤
い
イ
ン
ク
が
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
放
り
投
げ
て
赤
く

な
っ
た
の
で
は
、
な
い
だ
ろ
う
・
・
・
。

こ
れ
も
、
確
実
に
・
・
・
　
血
だ
。

ま
ず
、
異
臭
の
ひ
ど
い
イ
ン
ク
な
ん
て
・
・
・
こ
の
小
さ
な
世
界
に
は
、
存
在

し
な
い
だ
ろ
う
。

な
に
？
一
面
が
海
だ
っ
て
？
・
・
・
そ
う
だ
、
一
面
が
　
暗
赤
　
の
海
だ
。

・
・
・
・
・
今
、
気
付
い
た
・
・
・
隣
に
２
つ
の
扉
が
あ
っ
た
。

晶
が
監
禁
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
部
屋
も
合
わ
せ
る
と
、
計
３
つ
の
部
屋
が
あ

る
と
い
う
こ
と
だ
・
・
・
。
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晶
は
、
少
し
で
も
多
く
の
人
が
い
た
ほ
う
が
安
全
と
判
断
し
て
・
・
・
す
ぐ
に

隣
の
扉
を
開
け
た
・
・
・
。

・
・
・
・
・
や
は
り
、
何
も
な
い
　
部
屋
　
だ
っ
た
・
・
・
前
に
は
、
体
育
座

り
を
し
た
・
・
・
少
年
？

「
ね
、
ね
ー
生
き
て
ま
す
か
ぁ
～
」

「
・
・
・
・
・
・
・
。
」

少
年
は
、
無
言
だ
っ
た
・
・
・
。

「
お
い
！
聞
い
て
ん
の
か
」

と
、
強
が
り
な
が
ら
少
年
の
近
く
に
行
き
胸
元
を
つ
か
み
上
げ
る
と
・
・
・
。

「
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
！
？
」

少
年
で
は
、
な
か
っ
た
・
・
・
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
死
体
だ
。

「
う
、
う
わ
っ
！
」

と
っ
さ
に
そ
の
子
を
離
し
た
・
・
・
。

　
　
バ
タ
ン
ッ
ッ
。

倒
れ
こ
ん
だ
男
の
子
の
顔
は
、
目
は
白
目
、
舌
だ
ら
り
、
腹
か
ら
は
臓
器
ら
し
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き
も
の
が
、
と
び
だ
し
て
い
た
・
・
・
。

「
お
え
ぇ
ぇ
え
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ッ
ッ
」

そ
の
場
で
、
晶
は
吐
い
て
し
ま
っ
た
・
・
・
。

「
・
・
・
は
ぁ
は
ぁ
、
な
ん
で
こ
ん
な
残
酷
な
殺
し
方
し
た
ん
だ
よ
・
・
・
ま

だ
、
青
年
で
も
な
い
の
に
・
・
な
ん
で
」

男
の
子
を
見
た
ら
、
迅
速
で
僕
の
頭
の
中
に
・
・
・
母
親
、
父
親
の
顔
が
浮
か

び
上
が
っ
た
・
・
・
。

そ
し
て
、
迅
速
で
頭
の
中
が
整
理
さ
れ
て
い
く
・
・
・
。

「
・
・
・
・
俺
が
・
・
・
殺
っ
た
ん
だ
・
・
・
俺
が
、
母
さ
ん
と
・
・
・
父
さ

ん
を
・
・
・
う
わ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
ぁ
あ
ぁ
！
」

晶
は
、
・
・
・
・
・
・
泣
い
た
。

「
俺
が
・
・
・
俺
が
母
さ
ん
と
、
父
さ
ん
を
・
・
・
殺
し
た
ん
だ
・
・
・
な
ん

で
・
・
・
な
ん
で
な
ん
だ
よ
！
く
そ
ぉ
」

刹
那
！

　
　
　
　
キ
ィ
ィ
ィ
ッ
ッ

「
－
－
－
－
！
？
」

扉
が
、
開
い
た
・
・
・
。
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・
・
・
・
・
・
・
・
人
が
立
っ
て
い
た
。

「
・
・
・
・
誰
だ
！
？
」

「
・
・
・
・
・
・
。
」

無
言
だ
っ
た
・
・
・
。

「
く
そ
ぉ
ー
・
・
・
ま
た
、
死
ん
で
る
の
か
よ
ぉ
・
・
・
頼
む
か
ら
返
事
し
て

く
れ
よ
ぉ
・
・
・
。
」

「
・
・
・
・
・
・
泣
い
て
る
の
か
・
・
・
君
？
」

「
－
－
－
－
！
？
」

返
事
が
返
っ
て
き
た
・
・
・
。

「
な
、
泣
い
て
な
ん
か
い
ね
ぇ
よ
・
・
・
そ
れ
よ
り
、
貴
方
は
？
」

「
あ
！
俺
か
？
俺
は
、
　
滝
上
志
春
、
１
つ
下
に
住
ん
で
る
」

た
き
じ
ょ
う
し
は
る

「
下
！
？
下
は
　
赤
い
海
じ
ゃ
な
い
の
か
！
？
」

「
お
い
お
い
・
・
・
こ
こ
に
は
な
～
上
に
３
つ
の
部
屋
、
下
に
３
つ
の
部
屋
、

総
計
６
つ
の
部
屋
が
あ
る
ん
だ
ぞ
」

晶
は
、
細
か
く
見
回
し
て
は
い
な
か
っ
た
・
・
・
　
暗
赤
の
海
に
気
を
と
ら
れ

て
下
の
部
屋
な
ど
数
え
て
は
い
な
か
っ
た
の
だ
・
・
・
。

「
ま
、
ま
ぢ
で
す
か
！
・
・
・
っ
て
こ
と
は
、
計
６
・
・
・
５
人
の
人
が
住
ん
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で
る
っ
て
こ
と
か
」

「
あ
ぁ
、
　
残
り
　
５
人
だ
・
・
・
。
」

「
・
・
・
・
残
り
っ
て
、
俺
ら
も
殺
さ
れ
る
の
か
！
？
」

「
お
そ
ら
く
な
・
・
・
。
」

「
っ
て
こ
と
は
、
こ
の
　
６
つ
の
部
屋
の
ど
こ
か
に
・
・
・
殺
人
鬼
が
居
る
っ

て
こ
と
か
！
？
」

「
殺
人
鬼
か
は
、
知
ら
な
い
が
な
・
・
・
。
」

志
春
が
言
う
に
は
、
こ
の
　
６
つ
の
部
屋
の
ど
こ
か
に
殺
人
鬼
が
潜
ん
で
い
る

し
は
る

ら
し
い
・
・
・
。

だ
が
・
・
・
殺
し
方
が
普
通
の
人
が
殺
す
よ
う
な
殺
り
方
で
は
な
い
ら
し
い
・
・

・
。

ど
こ
か
病
ん
で
る
か
の
よ
う
に
、
臓
器
を
む
き
出
し
に
し
て
・
・
・
酷
い
と
き

に
は
、
内
臓
を
　
喰
う
　
ら
し
い
。

「
そ
れ
よ
り
、
何
で
志
春
は
そ
ん
な
こ
と
を
知
っ
て
る
ん
だ
・
・
・
？
」

「
聞
い
た
ん
だ
よ
・
・
・
。
」

「
誰
か
ら
・
・
・
？
」

「
・
・
・
・
。
」
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「
・
・
・
・
・
志
春
？
」

「
そ
い
つ
か
ら
聞
い
た
ん
だ
よ
・
・
・
。
」

「
・
・
・
・
！
？
」

「
そ
い
つ
っ
て
・
・
・
こ
の
少
年
の
こ
と
か
・
・
・
？
」

「
・
・
・
・
・
・
あ
ぁ
」

「
・
・
・
・
・
何
で
こ
の
子
は
、
そ
ん
な
こ
と
を
知
っ
て
た
ん
だ
ろ
う
・
・
・

？
」

「
そ
こ
ま
で
は
・
・
・
・
知
ら
な
い
。
」

「
・
・
・
・
と
に
か
く
、
ま
ず
は
人
集
め
だ
・
・
・
一
緒
に
来
て
く
れ
る
？
」

「
あ
ぁ
、
わ
か
っ
ぜ
相
棒
！
」

「
相
棒
っ
て
・
・
・
そ
う
い
え
ば
ま
だ
俺
の
自
己
紹
介
し
て
な
か
っ
た
な
・
・
・

。
」

「
あ
ぁ
、
そ
う
だ
っ
た
な
」

「
俺
は
、
　
斉
藤
晶
・
・
・
中
学
２
年
生
だ
。
」

さ
い
と
う
あ
き
ら

「
お
ぉ
、
中
２
か
！
俺
よ
り
２
つ
下
か
・
・
・
。
」

「
っ
て
こ
と
は
、
貴
方
は
・
・
・
高
１
！
？
」
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「
そ
い
こ
と
に
な
る
な
・
・
・
大
丈
夫
、
年
上
だ
か
ら
っ
て
気
取
っ
た
り
し
な

い
よ
・
・
・
。
」

「
・
・
・
お
う
！
信
じ
て
る
ぞ
！
」

「
オ
ー
ケ
ー
相
棒
さ
ん
よ
！
」

二
人
は
、
人
集
め
を
す
る
た
め
に
外
に
出
た
・
・
・
。

「
・
・
・
思
え
ば
も
う
夜
か
・
・
・
。
」

「
・
・
・
早
い
も
ん
だ
な
・
・
・
。
」

「
こ
こ
に
は
、
時
計
と
い
う
も
の
も
き
っ
と
無
い
ん
だ
ろ
う
な
・
・
・
。
」

「
あ
ぁ
、
無
い
さ
・
・
・
。
」

し
ば
ら
く
の
間
、
上
３
つ
の
部
屋
の
通
り
道
を
歩
き
回
っ
て
い
る
と
・
・
・
強

い
眠
気
に
誘
わ
れ
た
・
・
・
。

「
・
・
・
や
ば
い
、
志
春
・
・
・
す
げ
ー
眠
く
な
っ
て
き
た
・
・
・
。
」

「
・
・
・
じ
ゃ
、
も
う
部
屋
に
戻
る
か
・
・
・
。
」

「
あ
ぁ
、
そ
う
だ
な
・
・
・
あ
！
で
も
下
に
殺
人
鬼
が
潜
ん
で
る
か
も
し
れ
な

い
か
ら
・
・
・
気
を
つ
け
ろ
よ
」

「
言
わ
れ
な
く
っ
て
も
、
わ
か
っ
て
る
よ
・
・
・
晶
」

「
そ
っ
か
、
じ
ゃ
・
・
・
ま
た
な
・
・
・
。
」
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「
お
う
、
お
や
す
み
・
・
・
。
」

そ
う
言
っ
て
、
２
人
は
自
分
の
部
屋
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い
っ
た
・
・
・
。

１
日
目
・
・
・
死
亡
者
　
少
年
　
出
会
っ
た
仲
間
・
・
・
滝
上
志
春
　
残
り
５
名
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１
　
日
　
目
（
後
書
き
）

コ
メ
ン
ト
待
っ
て
ま
す
・
・
・
。
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２
　
日
　
目
（
前
書
き
）

１
日
目
で
見
つ
け
た
・
・
・
死
体
が
・
・
・
。
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２
　
日
　
目

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。

（
父
・
・
・
さ
ん
・
・
・
？
）

（
久
し
ぶ
り
だ
な
・
・
・
晶
・
・
・
。
）

（
な
ん
で
？
な
ん
で
、
父
さ
ん
が
・
・
・
だ
っ
て
父
さ
ん
は
・
・
・
）

（
・
・
・
。
）

（
・
・
・
・
死
ん
だ
の
に
・
・
・
。
）

（
・
・
・
あ
ぁ
・
・
・
死
ん
だ
さ
　
－
－
－
－
－
－
－
、
　
オ
マ
エ
に
殺
さ
れ

て
な
！
！
）

（
－
－
－
－
！
？
）

（
晶
、
な
ん
で
父
さ
ん
を
殺
し
た
ん
だ
！
？
・
・
・
ま
さ
か
、
意
味
も
な
く
・
・

・
じ
ゃ
あ
な
い
だ
ろ
う
な
・
・
・
？
）

（
違
う
ん
だ
！
！
、
俺
は
・
・
・
俺
は
・
・
・
。
）

（
・
・
・
・
・
・
俺
は
、
な
ん
だ
ぁ
ぁ
？
）

（
－
－
－
－
！
？
）

（
な
ん
で
、
そ
ん
な
刃
物
み
た
い
な
物
・
・
・
持
っ
て
る
の
・
・
・
。
）
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（
あ
ぁ
、
こ
れ
か
？
こ
れ
わ
ぁ
～
、
オ
マ
エ
を
殺
す
た
め
だ
よ
ぉ
ぉ
！
！
）

（
・
・
・
や
だ
、
や
だ
よ
・
・
・
父
さ
ん
・
・
・
）

（
・
・
・
・
も
う
、
遅
い
・
・
・
よ
。
）

（
う
わ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
）

「
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
」

「
－
－
－
－
！
？
」

「
・
・
・
あ
れ
？
今
の
は
・
・
・
。
」

「
・
・
・
大
丈
夫
か
？
晶
・
・
・
。
」

「
・
・
・
志
春
！
？
」

「
お
前
、
き
っ
と
酷
い
夢
見
て
た
ん
だ
ろ
う
・
・
・
。
」

「
・
・
・
さ
っ
き
の
は
、
夢
　
か
・
・
・
。
」

「
ど
ん
な
夢
見
た
ん
だ
・
・
・
？
」

「
父
さ
ん
・
・
・
の
、
　
夢
　
。
」

「
・
・
・
き
つ
か
っ
た
ろ
・
・
・
。
」

晶
は
、
無
言
で
答
え
な
か
っ
た
・
・
・
。



17

き
っ
と
、
怖
か
っ
た
の
だ
ろ
う
・
・
・
。

「
・
・
・
あ
！
そ
う
い
え
ば
」

「
ど
し
た
？
志
春
」

「
晶
の
隣
の
部
屋
に
居
た
・
・
・
少
年
、
－
－
－
－
　
消
え
た
　
。
」

「
－
－
－
－
！
？
」

「
・
・
・
血
、
１
滴
す
ら
見
当
た
ら
な
か
っ
た
・
・
・
。
」

「
ど
う
ゆ
う
こ
と
だ
よ
・
・
・
。
」

「
・
・
・
・
要
す
る
に
、
少
年
が
　
生
き
返
っ
た
、
　
と
ゆ
う
こ
と
だ
・
・
・
。

」「
・
・
・
そ
ん
な
、
だ
っ
て
少
年
は
・
・
・
昨
日
　
死
体
で
・
・
・
。
」

「
・
・
・
生
き
返
っ
た
　
と
聞
く
と
普
通
の
人
間
に
戻
っ
た
・
・
・
と
勘
違
い

す
る
か
も
し
れ
な
い
・
・
・
。
」

「
ど
う
ゆ
う
こ
と
だ
よ
・
・
・
普
通
の
人
間
じ
ゃ
な
い
の
か
よ
・
・
・
！
」

「
・
・
・
　
死
ん
だ
状
態
　
の
体
で
動
い
て
い
る
・
・
・
。
」

「
な
・
・
・
！
？
」

「
・
・
・
そ
れ
に
、
　
少
年
に
も
ち
ゃ
ん
と
し
た
名
前
が
あ
っ
た
・
・
・
。
」
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「
・
・
・
名
前
は
・
・
・
？
」

「
・
・
・
・
。
」

志
春
は
、
下
を
向
い
て
・
・
・
無
言
だ
っ
た
。

「
・
・
・
志
春
？
」

「
・
・
・
・
・
・
・
裕
也
・
・
・
。
」

「
・
・
・
・
え
！
？
」

「
滝
上
・
・
・
裕
・
・
・
也
・
・
・
。
」

「
・
・
・
！
？
」

「
・
・
・
・
。
」

「
裕
也
っ
て
・
・
・
滝
上
裕
也
っ
て
・
・
・
志
春
の
・
・
・
。
」

ゆ
う
や

「
・
・
・
あ
ぁ
、
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
　
弟

　
だ
）

「
－
－
－
－
！
！
」

そ
う
・
・
・
滝
上
裕
也
と
は
、
滝
上
志
春
の
　
弟
　
だ
っ
た
の
だ
。

た
き
じ
ょ
う
ゆ
う
や

た
き
じ
ょ
う
し
は
る

「
裕
也
・
・
・
ご
め
ん
な
ぁ
、
助
け
て
あ
げ
ら
れ
な
く
て
・
・
・
バ
カ
だ
な
ぁ
・

・
・
俺
。
」
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床
に
　
ポ
ツ
ン
ッ
　
と
１
粒
の
　
涙
　
が
落
ち
た
・
・
・
。

「
・
・
・
志
春
・
・
・
。
」

「
・
・
・
く
そ
ぉ
！
！
・
・
・
く
そ
ぉ
・
・
・
。
」

刹
那
！
！

　
　
き
ゃ
ぁ
あ
ぁ
ぁ
－
－
－
－
。

女
の
子
の
悲
鳴
が
、
１
番
　
端
の
部
屋
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
・
・
・
。

晶
と
志
春
は
、
１
番
右
側
の
部
屋
に
い
た
の
で
・
・
・
そ
の
左
が
、
　
裕
也
・
・

・
そ
し
て
、
最
後
が
・
・
・
女
の
子
？

晶
と
志
春
は
、
す
ぐ
さ
ま
悲
鳴
が
聞
こ
え
た
　
部
屋
　
に
向
か
っ
た
・
・
・
。

　
　
　
　
キ
イ
ィ
ィ
ィ

扉
を
開
け
た
・
・
・
。

そ
の
　
部
屋
　
に
居
た
の
は
・
・
・
少
女
？

「
大
丈
夫
か
！
？
」

晶
は
、
す
ぐ
に
少
女
に
近
づ
い
た
・
・
・
。

少
女
は
泣
い
て
い
た
・
・
・
。
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「
ど
う
し
た
ん
だ
！
？
」

「
・
・
・
死
、
死
体
が
・
・
・
ぁ
ぁ
ぁ
あ
あ
あ
・
・
・
！
！
　
後
ろ
・
・
・
。
」

「
後
ろ
・
・
・
？
」

背
後
に
は
・
・
・
・
・
・
。

「
・
・
・
・
裕
也
・
・
・
。
」

「
・
・
・
あ
の
時
の
死
体
・
・
・
。
」

そ
う
・
・
・
背
後
に
い
た
の
は
、
晶
の
隣
に
住
ん
で
い
た
・
・
・
裕
也
　
だ
っ

た
。

目
は
、
白
目
　
舌
だ
ら
り
　
腹
か
ら
は
臓
器
ら
し
き
も
の
が
む
き
だ
し
の
状
態

で
、
立
っ
て
い
た
・
・
・
。

＜
お
ナ
ガ
ヘ
ッ
ダ
ァ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
・
・
・
食
べ
る
ゥ
ゥ
ゥ
ぅ
ゥ
・
・
・
。
＞

裕
也
は
、
左
手
を
・
・
・
自
分
の
　
腹
の
中
に
突
き
こ
み
・
・
・
骨
、
ら
し
き

も
の
を
取
り
出
し
た
・
・
・
。

「
－
－
－
－
－
！
！
」

裕
也
は
、
左
手
で
持
っ
て
い
る
　
骨
ら
し
き
も
の
を
右
手
で
掴
み
、
両
方
で
　

バ
キ
ッ
と
折
り
始
め
た
・
・
・
。

「
・
・
・
お
い
お
い
志
春
、
こ
い
つ
・
・
・
本
当
に
お
前
の
　
弟
　
か
・
・
・

？
」
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「
・
・
・
そ
う
だ
け
ど
・
・
・
今
回
の
相
手
は
、
　
敵
　
と
充
た
す
・
・
・
。
」

志
春
は
、
　
弟
を
　
敵
と
充
た
し
た
・
・
・
。

＜
ゴ
ロ
ズ
ゥ
ゥ
　
タ
ベ
ル
・
・
・
あ
は
＞

俺
ら
の
隙
を
み
て
、
少
女
を
掴
み
は
じ
め
た
・
・
・
。

「
し
ま
っ
た
！
！
」

晶
は
、
急
い
で
少
女
に
向
か
っ
て
走
っ
た
・
・
・
。

「
　
離
せ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
　
化
物
が
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
あ
ぁ
！
！
！
！
！
！
」

晶
は
、
落
ち
て
い
た
　
金
属
の
棒
　
み
た
い
物
を
右
手
に
掴
み
・
・
・
化
物
の

腹
に
突
き
刺
し
た
・
・
・
。

　
　
　
ビ
チ
ャ
ァ
ァ
・
・
・

・
・
・
・
赤
い
　
血
が
噴
き
だ
し
た
。

＜
ぎ
ゃ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
＞

「
ご
め
ん
な
・
・
・
裕
也
・
・
・
。
」

そ
う
晶
は
言
い
・
・
・
鉄
の
棒
を
腹
に
刺
し
た
ま
ま
　
志
春
に
向
か
っ
て
・
・
・

。「
お
い
、
志
春
！
！
・
・
・
こ
こ
は
、
　
自
分
の
意
思
で
・
・
・
貫
け
・
・
・
。
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」「
・
・
・
わ
か
っ
た
。
」

志
春
は
、
弟
で
あ
る
・
・
・
裕
也
の
近
く
に
行
き
・
・
・
鉄
の
棒
を
握
り
・
・
・

。「
お
前
は
、
俺
の
育
て
た
・
・
・
　
最
高
の
弟
　
滝
上
裕
也
で
は
な
い
！
！
！

！
」

　
　
　
　
　
ブ
シ
ャ
ァ
ァ
・
・
・
。

志
春
は
、
　
化
物
　
の
体
を
真
っ
二
つ
に
切
り
裂
い
た
・
・
・
。

「
終
わ
っ
た
な
・
・
・
。
」

「
・
・
・
・
あ
ぁ
」

２
人
揃
っ
て
し
り
も
ち
を
着
い
た
・
・
・
。

「
そ
う
い
え
ば
・
・
・
何
か
忘
れ
て
な
い
か
・
・
・
。
」

「
・
・
・
・
あ
ぁ
、
忘
れ
て
る
よ
う
な
・
・
・
。
」

２
人
は
同
時
に
後
ろ
を
振
り
向
い
た
・
・
・
。

・
・
・
・
・
・
少
女
が
こ
ち
ら
を
見
て
い
た
。

「
・
・
・
・
・
・
。
」
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「
・
・
・
・
・
・
。
」

「
・
・
・
・
あ
の
」

少
女
は
、
お
び
え
な
が
ら
立
ち
上
が
り
・
・
・
。

「
あ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
！
！
！
」

頭
を
さ
げ
て
・
・
・
礼
を
言
っ
た
。

「
い
い
よ
、
こ
の
く
ら
い
」

晶
と
志
春
も
立
ち
上
が
っ
た
・
・
・
。

「
そ
う
い
え
ば
・
・
・
名
前
、
聞
い
て
な
か
っ
た
・
・
・
。
」

「
あ
！
は
い
、
私
は
　
東
条
姫
香
、
中
学
１
年
で
す
。
」

と
う
じ
ょ
う
ひ
め
か

「
じ
ゃ
、
俺
ら
も
自
己
紹
介
す
る
か
・
・
・
。
」

２
人
は
顔
を
合
わ
せ
て
、
う
な
ず
い
た
・
・
・
。

「
俺
は
、
滝
上
志
春
、
高
１
だ
・
・
・
よ
ろ
し
く
な
。
」

た
き
じ
ょ
う
し
は
る

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

「
そ
し
て
俺
が
、
斉
藤
晶
、
中
２
だ
・
・
・
よ
ろ
し
く
」

さ
い
と
う
あ
き
ら

「
は
い
！
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
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（
こ
の
子
、
中
々
・
・
・
好
み
か
も
・
・
・
。
）

「
あ
～
き
ら
」

「
－
－
－
－
ん
！
？
な
、
な
に
？
」

「
今
、
こ
の
子
に
つ
い
て
何
か
考
え
て
た
で
し
ょ
～
」

「
い
、
い
や
ぁ
～
べ
、
別
に
ぃ
～
考
え
て
な
ん
か
な
い
よ
ぉ
～
」

「
ふ
～
ん
、
そ
っ
か
」

（
ふ
ぅ
～
助
か
っ
た
・
・
・
志
春
結
構
・
・
・
敏
感
だ
な
。
）

「
あ
の
～
」

「
ん
！
？
ど
し
た
？
」

「
私
、
　
部
屋
に
戻
っ
て
い
い
で
す
か
？
」

「
あ
！
あ
ぁ
、
い
い
よ
」

「
そ
、
そ
れ
で
は
・
・
・
ま
た
明
日
・
・
・
お
や
す
み
な
さ
い
」

「
あ
ぁ
、
お
や
す
み
」

姫
香
は
、
ド
ア
を
あ
け
て
部
屋
に
戻
っ
て
行
っ
た
・
・
・
。

ひ
め
か

「
じ
ゃ
、
俺
ら
も
・
・
・
戻
る
か
」
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「
そ
う
だ
な
・
・
・
。
」

晶
と
志
春
も
　
別
々
の
部
屋
に
向
か
っ
て
・
・
・
歩
き
出
し
た
。

「
じ
ゃ
な
、
志
春
」

「
お
ぉ
、
お
や
す
み
」

晶
は
、
部
屋
に
戻
る
と
・
・
・
床
に
寝
そ
べ
り
・
・
・
。

（
あ
の
姫
香
っ
て
子
・
・
・
身
長
が
１
４
５
ぐ
ら
い
で
、
ス
タ
イ
ル
抜
群
　
髪

は
ツ
イ
ン
か
ぁ
～
・
・
・
い
い
な
。
）

今
日
の
、
１
日
は
　
晶
に
と
っ
て
大
変
な
１
日
で
も
あ
り
・
・
・
女
神
に
出
会

っ
た
１
日
で
も
あ
っ
た
。

（
　
　
　
お
や
す
み
な
さ
い
・
・
・
み
な
さ
ん
　
　
　
）

２
日
目
・
・
・
死
亡
者
　
滝
上
裕
也
　
出
会
っ
た
仲
間
・
・
・
東
条
姫
香
　
残

り
５
名
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２
　
日
　
目
（
後
書
き
）

３
日
目
を
楽
し
み
に
ぃ
～
。
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３
　
日
　
目

・
・
・
目
が
覚
め
た
。

俺
の
顔
を
覗
き
こ
ん
で
い
た
の
は
・
・
・
姫
香
？

ひ
め
か

「
晶
く
ん
・
・
・
朝
、
だ
よ
・
・
・
。
」

「
－
－
－
－
！
？
」

こ
れ
は
夢
だ
と
判
断
し
て
、
も
う
一
度
目
を
瞑
っ
た
・
・
・
。

「
え
！
？
ひ
ど
い
で
す
晶
く
ん
・
・
・
私
を
見
て
目
を
瞑
る
な
ん
て
・
・
・
グ

ス
ッ
。
」

（
ん
！
？
今
の
　
グ
ス
ッ
　
て
姫
香
の
や
つ
泣
い
て
ん
の
か
・
・
・
。
）

目
を
ゆ
っ
く
り
と
明
け
た
・
・
・
。

「
う
わ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ん
」

「
お
い
！
？
ま
さ
か
本
当
に
泣
い
て
る
と
は
・
・
・
わ
、
悪
か
っ
た
、
も
う
泣

か
な
い
で
く
れ
。
」

「
・
・
・
グ
ス
ッ
」

（
い
や
～
や
っ
ぱ
り
泣
き
顔
も
可
愛
か
っ
た
な
～
・
・
・
っ
て
！
俺
な
に
考
え

て
ん
だ
！
！
）
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「
・
・
・
あ
の
」

「
・
・
・
。
」

俺
は
、
正
気
に
戻
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
姫
香
の
声
は
聞
こ
え
て
は
な
か
っ
た
・

・
・
。

「
・
・
・
。
」

「
・
・
・
あ
の
！
！
！
！
」

「
は
い
！
！
」

「
・
・
・
。
」

「
・
・
・
な
ん
だ
よ
・
・
・
。
」

「
き
、
昨
日
は
・
・
・
本
当
に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
！
」

ペ
コ
ッ
と
姫
香
は
頭
を
深
く
さ
げ
た
・
・
・
。

「
あ
ぁ
、
い
い
よ
別
に
・
・
・
あ
と
、
あ
の
化
物
　
殺
っ
た
の
俺
だ
け
じ
ゃ
な

い
し
・
・
・
。
」

「
そ
う
で
す
ね
・
・
・
志
春
さ
ん
も
、
勇
気
を
出
し
て
あ
の
　
化
物
を
殺
っ
た

お
と
う
と

ん
で
す
も
ん
ね
。
」

「
・
・
・
あ
ぁ
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
・
・
・
俺
よ
り
志
春
の
ほ
う
が
辛
か
っ

た
は
ず
だ
・
・
・
。
」
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（
よ
く
や
っ
た
な
・
・
・
志
春
）

俺
は
心
の
中
か
ら
尊
敬
し
た
・
・
・
。

「
－
－
－
－
お
～
い
、
晶
」

「
－
－
－
－
、
志
春
！
？
」

「
な
ん
だ
よ
、
そ
の
　
志
春
！
？
っ
て
・
・
・
は
い
俺
は
滝
上
志
春
で
す
よ
」

志
春
は
、
ド
ア
に
寄
り
か
か
っ
て
い
た
・
・
・
。

「
晶
・
・
・
さ
っ
き
ま
で
の
話
・
・
・
全
部
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
よ
。
」

「
あ
、
あ
ぁ
・
・
・
。
」

「
・
・
・
俺
は
、
勇
気
な
ん
て
振
り
絞
っ
て
あ
の
　
化
物
　
を
倒
し
て
な
ん
か

ね
ー
よ
」

「
え
！
？
」

「
・
・
・
あ
い
つ
は
、
俺
の
弟
じ
ゃ
な
い
！
！
・
・
・
　
化
物
　
だ
！
！
」

「
・
・
・
あ
ぁ
、
志
春
の
言
う
と
お
り
だ
・
・
・
ご
め
ん
。
」

「
・
・
・
誤
ら
な
く
て
も
い
い
よ
。
」

「
・
・
・
。
」

「
・
・
・
裕
也
は
今
頃
、
あ
の
青
い
空
の
向
こ
う
に
・
・
・
み
ん
な
と
仲
良
く
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元
気
に
暮
ら
し
て
い
る
は
ず
だ
・
・
。
」

志
春
は
、
ド
ア
か
ら
離
れ
外
に
出
て
青
い
空
を
見
て
・
・
・
手
を
突
き
上
げ
た
・

・
・
。

「
裕
也
・
・
・
元
気
で
な
・
・
・
。
」

刹
那
！
！

「
ん
・
・
・
！
？
空
が
急
に
赤
く
・
・
・
ッ
ッ
ッ
！
！
」

「
お
い
！
志
春
ど
う
し
た
？
」

志
春
は
空
を
見
て
か
ら
急
に
・
・
・
倒
れ
た
。

「
お
い
！
志
春
！
し
っ
か
り
し
ろ
！
！
」

「
志
春
く
ん
！
し
っ
か
り
し
て
！
！
」

（
く
そ
ー
、
な
ん
で
志
春
は
急
に
・
・
・
。
）

そ
う
考
え
て
い
る
と
・
・
・
。

「
晶
く
ん
！
！
空
見
て
！
！
」

「
空
・
・
・
？
」

フ
ッ
と
空
を
見
上
げ
る
と
・
・
・
。

「
－
－
－
－
、
ん
な
っ
！
？
」
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空
は
・
・
・
空
で
は
な
か
っ
た
。
－
－
－
－
、
　
眼
　
だ
っ
た
。

あ
き
ら
か
に
、
赤
く
て
不
気
味
な
　
眼
　
だ
っ
た
。

「
ま
さ
か
！
？
志
春
は
あ
れ
を
見
て
・
・
・
。
」

刹
那
！
赤
い
　
眼
か
ら
　
何
か
が
落
ち
て
く
る
の
が
わ
か
っ
た
。

「
・
・
・
な
ん
だ
？
」

「
・
・
・
。
」

「
・
・
・
。
」

「
－
－
－
－
！
！
」

落
ち
て
き
て
い
る
の
が
、
や
っ
と
わ
か
っ
た
・
・
・
。

・
・
・
・
人
、
だ
。

　
　
グ
シ
ャ
ァ
ァ
ァ
ァ
－
－
－
－
。

「
お
い
！
！
・
・
・
落
ち
た
ぞ
。
」

「
う
ん
・
・
・
落
ち
た
ね
。
」

　
　
コ
ト
ッ
コ
ト
ッ

「
お
い
、
歩
い
て
き
て
ね
ー
か
・
・
・
。
」
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「
う
ん
・
・
・
歩
い
て
き
て
る
・
・
・
。
」

　
　
ヴ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ン
ン
ン
ン
ン

「
何
か
、
持
っ
て
ね
ー
か
・
・
・
。
」

「
う
ん
・
・
・
持
っ
て
る
、
っ
て
か
私
も
う
無
理
み
た
い
で
す
・
・
・
。
」

　
　
バ
タ
ン
ッ
ッ

「
姫
香
！
！
」

姫
香
は
、
－
－
－
－
倒
れ
た
。

「
お
い
お
い
、
俺
・
・
・
１
人
か
よ
」

＜
１
人
じ
ゃ
な
い
よ
・
・
・
僕
も
い
る
よ
。
＞

「
・
・
・
え
！
？
」

隣
に
い
た
の
は
・
・
・
男
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
持
っ
た
・
・
・
。

　
　
　
ヴ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ン
ン
ン

＜
君
と
僕
を
合
わ
せ
て
・
・
・
２
人
だ
け
だ
ね
、
で
も
・
・
・
今
か
ら
ー
ー
ー

ー
僕
１
人
だ
け
に
な
る
ん
だ
ぁ
ぁ
＞

「
・
・
・
そ
れ
っ
て
、
要
す
る
に
・
・
・
俺
を
殺
す
っ
て
こ
と
　
だ
よ
ね
・
・
・

。
」
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＜
そ
う
ゆ
う
こ
と
に
ぃ
、
な
る
ね
ー
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
＞

チ
ェ
ン
ソ
ー
持
ち
の
男
は
俺
に
向
か
っ
て
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
振
り
か
ざ
し
た
・
・

・
。

　
　
　
ヴ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ン
ン
ン
ン
！
！

「
－
－
－
－
危
ね
ぇ
！
」

　
　
ヒ
ュ
ッ
と
避
け
た
つ
も
り
が
・
・
・
。

　
　
　
ツ
ル
ン
ッ
ッ

「
痛
ッ
ッ
」

・
・
・
こ
け
た
。

こ
の
危
険
な
状
況
で
・
・
・
こ
け
た
。

＜
早
く
、
死
　
ん
　
で
　
♪
＞

　
　
ヴ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ン
ン
ン
ン
ン
ン

（
死
ん
だ
な
・
・
・
こ
り
ゃ
ぁ
）

（
・
・
・
・
・
。
）

（
・
・
・
・
・
。
）



35

（
あ
れ
、
ま
だ
俺
生
き
て
る
・
・
・
？
）

恐
る
恐
る
、
目
を
明
け
る
と
・
・
・
。

　
　
　
ギ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ン

「
－
－
－
－
！
？
」

目
の
前
に
い
た
に
は
・
・
・
、
　
超
絶
美
男
子
。

＜
誰
だ
ぁ
貴
様
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
早
く
そ
こ
を
ど
け
ェ
ェ
ェ
ー
ー
ー
＞

「
断
る
」

＜
あ
ぁ
ぁ
ん
？
・
・
・
殺
す
殺
す
殺
す
殺
す
殺
す
殺
す
殺
す
殺
す
殺
す
＞

「
・
・
・
無
理
だ
な
」

　
　
　
　
ブ
シ
ャ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ッ
ッ
ッ

「
・
・
・
。
」

＜
あ
れ
？
な
ん
で
、
僕
の
腹
に
　
刀
が
・
・
・
痛
い
痛
い
痛
い
＞

「
お
前
の
・
・
・
　
負
け
だ
－
－
－
－
、
　
化
物
」

　
　
　
　
グ
シ
ャ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ッ
ッ
ッ

＜
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
っ
っ
、
う
ぎ
ゃ
が
ぁ
ぁ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
ぁ
あ

ぁ
ぁ
＞
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ビ
シ
ャ
ァ
ァ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

「
・
・
・
・
。
」

「
・
・
・
・
。
」

「
・
・
・
大
丈
夫
か
い
？
」

「
あ
！
お
う
、
平
気
だ
・
・
・
そ
れ
よ
り
志
春
と
姫
香
が
！
！
」

「
あ
ぁ
、
あ
の
２
人
は
大
丈
夫
だ
よ
」

「
・
・
・
え
？
」

「
今
は
、
僕
の
部
屋
で
寝
か
せ
て
る
・
・
・
明
日
ま
で
に
は
治
る
は
ず
だ
。
」

「
は
ぁ
～
、
よ
か
っ
た
。
」

晶
は
、
心
か
ら
安
堵
の
息
を
吹
い
た
・
・
・
。

「
あ
！
そ
れ
よ
り
、
あ
ん
た
は
・
・
・
？
」

「
あ
！
僕
で
す
か
？
僕
は
、
　
美
光
裕
太
、
　
中
学
２
年
生
で
す
。
」

び
こ
う
ゆ
う
た

（
は
ぁ
～
名
前
に
も
　
美
　
と
入
っ
て
る
ほ
ど
　
美
男
子
だ
な
～
）

「
裕
太
ね
、
よ
ろ
し
く
」

「
あ
の
～
、
貴
方
の
名
前
は
・
・
・
？
」
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「
あ
ぁ
！
俺
は
、
斉
藤
晶
、
中
２
だ
・
・
・
よ
ろ
し
く
。
」

さ
い
と
う
あ
き
ら

「
は
い
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

「
夜
は
、
危
険
だ
か
ら
部
屋
に
戻
っ
た
ほ
う
が
い
い
で
す
よ
」

「
・
・
・
危
険
っ
て
」

「
・
・
・
　
化
物
の
こ
と
で
す
よ
」

「
え
！
？
で
も
、
　
化
物
は
お
も
に
昼
　
活
動
す
る
ん
じ
ゃ
・
・
・
」

「
え
ぇ
、
そ
う
で
す
が
・
・
・
化
物
は
夜
に
　
獲
物
を
見
つ
け
る
ん
で
す
よ
」

「
ま
、
ま
ぢ
か
！
？
じ
ゃ
、
今
日
の
チ
ェ
ン
ソ
ー
男
も
昨
日
の
夜
に
・
・
・
」

「
そ
の
よ
う
で
す
ね
・
・
・
。
」

「
恐
ろ
し
い
な
～
」

「
お
っ
と
、
も
う
部
屋
に
戻
り
ま
し
ょ
う
・
・
・
目
を
つ
け
ら
れ
ま
す
」

「
そ
う
だ
な
」

「
そ
れ
で
は
・
・
・
。
」

「
お
う
、
ま
た
明
日
」
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裕
太
は
、
ド
ア
を
開
け
部
屋
に
戻
っ
て
行
っ
た
・
・
・
。

「
俺
も
、
早
く
部
屋
に
戻
ら
ね
ー
と
・
・
・
。
」

晶
は
そ
う
独
り
言
を
言
っ
て
、
部
屋
に
向
か
っ
た
・
・
・
。

「
い
つ
に
な
っ
た
ら
、
戻
れ
る
ん
だ
・
・
・
ま
ぁ
帰
る
場
所
な
ん
て
無
い
が
な
・

・
・
。
」

（
お
や
す
み
・
・
・
な
さ
い
。
）

３
日
目
、
死
亡
者
・
・
・
チ
ェ
ン
ソ
ー
男
　
出
会
っ
た
仲
間
　
美
光
裕
太
　
残

び
こ
う
ゆ
う
た

り
　
５
名
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３
　
日
　
目
（
後
書
き
）

コ
メ
ン
ト
く
だ
さ
い
！

評
価
頼
み
ま
す
・
・
・
。

４
日
目
で
・
・
・
死
亡
者
が
・
・
・
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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